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丸信金属工業株式会社

装飾用アルミ製品への多様なニーズに対応する
表面処理加工技術の高度化

　これまでの当社のアルミ製品の

加工では、生産数の限定、単色染め

加工しかできないなどの課題が

あった。また、切削加工については

二次曲面にしか対応できず、コスト

も高いことで失注につながってい

た。

　こういった状況を打開し、顧客の

ニーズに応えるためにも、オリジナ

ル性の高い加工や多彩な表現は不

可欠である。よって、他社との差別

化を図るため、当社オリジナルの表

現、品質の確立を目指す。

1.アルマイト加工課題

①染色不良　

②素材接触による不良　

③生産数の限定

④単色染めによる加工のみ

◆1－①～③の解決（半自動アルマ

イトラインの稼働）

　稼働に不足していた純粋装置、

超音波装置を取り付け、量産使用

の目途を立てた。量産物の製造は

半自動機、単発物や大型製品は手

動使用と使い分けが可能となった。

◆1－④の解決

　UV印刷機のインクをマスキング

材として活用することで、2色のア

ルマイト表現が可能となった。この

技術では様々な用途で小ロット対

応が可能となる。

2.切削加工課題

①二次曲面のみの切削に限られる

②二次曲面商品受注時はコスト高

　となり失注

◆2－①②の解決

　切削機械に回転装置を導入する

ことで、2.5次元切削加工が可能と

なった。

◆NC旋盤の導入

　アルミ円柱パイプの切断テスト

を行い成功。来年度以降、品質向上

のため、引き続き検討する。

3.立体物への印刷の課題

①二次・三次曲面印刷商品受注時

　はコスト高となり失注

②染色以降の付加価値の提案が皆無

◆3－①の解決　

　UV印刷機の導入と切削加工、染

色技術等の融合により、オリジナル

の表現が可能となった。

◆3－②の解決　表現の多様化

・レーザー彫刻の導入

　アルマイトしたアルミ材にレー

ザー彫刻することで、モノトーンの

文字、写真を立体物（20㎝まで）や

約2㎜以内の凸凹表面に表現が可

能になった。
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2染色テストサンプル
染色+UV印刷

プレス+染色+印刷

変形前印刷サンプル 変形後印刷サンプル

染色+切削加工

アクリルカットサンプル

MDFカットサンプル

MDF図柄サンプル

回転バイス

加工サンプル

事業の背景・目的

事業内容と成果

・主たるアルミ素材、異素材加工

　MDF（木粉集積材）：最大8㎜厚

までカット可能。図柄表示も可能。

アクリル：最大10㎜までカット可

能。

・UV印刷の導入による解決

　アルマイトしたアルミ材にフルカ

ラーＵＶ印刷を施し、密着度をテス

ト。課題の印刷素地の生成は、アル

マイトの皮膜条件の調整で解消。ま

た、屋外での使用を想定し、最適な

トップコートを開発した。

・起伏のある素材

　当社が開発した起伏のあるアル

ミ表面に、染色、ＵＶ印刷を複合化

することで、他社にないアルミ表現

が可能となった。

・密着性の確立と高度化

　アルミ素材に平面の金属プレー

トにUV印刷をした後、密着条件を

調整することでR曲げ加工すること

を可能とした。

・サンプルの製作について

　アクセサリー系、室内装飾系、屋

外表示用プレートでの活用を目指

し、各種図案、サンプルを製作。
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1.ジュエリー業界

（年間市場規模2,315億円過去4

年間売上額上昇で堅調産業）

① ISSEY MIYAKEとの取り組み

　新技術をISSEY MIYAKEの企

画部に提案。年2回のパリコレや店

舗向けの新作に盛り込むことで基

本合意。予定アイテムは、指輪、バ

ングル、バック金具等。年間500万

円目標（現状10万円：333％up）。

② 自社企画商品の開発、販売

　指輪、バングル、ネックレスを開

発し、自社店舗での販売、百貨店展

示会等にて販売する。また、美術

館、セレクトショップでの販路開拓

を目指す。年間300万円目標（現

状10万円：300%up）。

③他ファッションデザイナーとの取

り組み

　YUUMA NAKAZATOと新規

ブランドアイテムについて開発予

定。

今後の展望

丸信金属工業株式会社

2.ホテル、レストラン、店舗向け

（年間市場規模9,216億円過去3

年間売上額上昇）

　室内、屋外用サインプレート、

ルームキー、トレー等のOEM提案

を強化。また、リノベーションの需要

や新規企画への提案用サンプルを

作成し、展示会や既存ユーザーへ

のPRで受注を目指す。（星のや京

都、金谷ホテル、北海道ホテル等に

提案予定）年間200万円目標（現

状100万円：200%up）。

3. ウェディング業界

（年間市場規模2,652億円過去9

年間売上額上昇で堅調産業）

　ウエルカムボード、カードスタン

ド、時計等を自社企画し、雑誌社や

既存取引先に提案予定。年間200

万円目標（現状0円）。

4.自社企画商品のステーショナ

リー、インテリア用品の開発

　カードケース、トレー、クリップ等

自社商品を企画し、展示会や既存

取引先（約120社）にPRすること

で、受注を目指す。年間100万円

目標（現状20万円：500%up）。
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丸信金属工業株式会社
■ 〒326-0826 栃木県足利市借宿町６５
■ 0284-71-1639
■ 0284-71-2957
■ http://www.alart.jp/
■ 
■ 代表取締役　坂本 勇樹
■ 1957年
■ 1,000万円
■ 25名
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■空調（吹出口）製造
■自社企画製品製造・販売

事業内容

DATA

小
型
で
操
作
性
の
よ
い
電
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計
測
ツ
ー
ル
を
実
現

省
エ
ネ
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で
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ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す

株式会社アンシブル

モバイル電力計測ツールの商品化による
省エネ・エネルギー効率検証ビジネスの拡大と
売り上げ向上

　電力計測について事業者もコン

サルタントも必要性は認めながら

も実際には費用が高い、面倒だ、と

敬遠気味であった。この潜在市場が

地球規模の気象異常やCOP21関

連ニュースに刺激されて一気に顕

在化する可能性がある。

　本事業は、省エネ検証、改善、最

適エネルギー選択提案を提供する

ビジネスモデルの構築を目的とす

る。

　本事業では、多数のセンサー情

報をリアルタイムに一元的に収集

し、ユーザーがいつでもどこからで

もエネルギー使用状況をグラフで

直視できる機能と、専門家が分析

のために容易に数値データをダウ

ンロードできる利便性により、ビジ

ネスモデル構築可能なシステムの

全体設計を行った。また、エネル

ギー管理の専門家、専門事業者、電

気工事関係の技術者から指導を受

け、一方ではネットワーク技術情報

を収集し、最新技術を取り込んだ

S S S セット（ 計 測 ツ ー ル :

Surveillance Service Set）を

開発試作した。

①装置Aの開発試作

　計測データをIP網へ統合し、クラ

ウドでデータを“見える化”するた

めの装置Aを試作した。

②装置Bの開発試作

　装置Bの目的は無線センサー

ネットワークをPLC通信によって装

置Aへ接続することである。

　Zigbee親機とPLC通信装置を

結合し、通信困難な箇所をネット

ワークする。

③SSSセンサーの開発試作

　SSSセンサーはZigbee通信装

置であり、電力計など各種のセン

サーをネットワークして、データを

リアルタイムで収集し、自動的にデ

マンド制御などを行うためのもので

ある。

④マグネットコネクタの開発試作

　マグネットコネクタの目的は、高

電圧で危険性が高い動力回路等の
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装置A、Bの接続図

事業の背景・目的

事業内容と成果


